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総合司会：春⼭康夫 （理事・学術委員会委員⻑・獨協医科⼤学）
     ⾚松利恵 （理事・広報委員会委員⻑・お茶の⽔⼥⼦⼤学）

⽒名 所属

連絡先（メールアドレスまたは電話番号）

⽇本健康教育学会事務局（担当：⼟屋）
TEL: 049-283-2310  FAX: 049-282-3721

３．FAX：下記にご記⼊の上 049-282-3721 までお送りください。 

正会員 学⽣会員 ⾮学会員 学⽣
いずれかに○をつけてください

セミナー参加申込 ・ 問合せ先

参加費：正会員 500 円，⾮会員 1,000 円，学⽣会員無料，学⽣⾮会員 500 円
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Advocacy

日時

会場

〒170-8481  東京都豊島区駒込 3-24-3

2511 13 時～ 16 時 30 分2015 年    月　     日  日 
女子栄養大学駒込キャンパス小講堂

グローバルレベル

国レベル

自治体レベル

企業レベル

エイズアドボカシーからの教訓

研究成果を活用したたばこ政策への提言

減塩政策立案のための自治体との協働によるデータ分析と PDCA

産業保健活動から、 ヘルシーカンパニー ・ 健康経営へのアドボカシー

第１部：講演（13：00 〜 15：00）

第２部：総合討論（15：00 〜 16：30）

神⾺征峰 （理事⻑・東京⼤学⼤学院教授）

中村正和 （理事・⼤阪がん循環器病予防センター予防推進部⻑）

村⼭伸⼦ （監事・新潟県⽴⼤学⼈間⽣活学部教授）

福⽥洋 （理事・順天堂⼤学医学部総合診療科准教授）

   なぜ研究をしますか？と聞かれた時、「新しい事実の発⾒」であることを証明
 するためと回答する場合が多いでしょう。これは間違いではありません。しかし、
 健康教育・ヘルスプロモーション分野においては、もう⼀つ重要な⽬的である
 アドボカシー（政策提⾔）があります。しかしながら、研究や実践からどのよう
 にアドボカシーまでに繋げていくのか、多くの研究と実践者にとっては未知の
 世界とも⾔えます。

 

  今回のセミナーでは、アドボカシーを常に意識して、第⼀線でご活躍されてい
 る４名の先⽣をお招きします。そして、グローバル、国、⾃治体及び企業の４つ
 レベルにおけるアドボカシーとは何か、そして具体的な⽅法、事例及び体験に
 ついてもご講演いただきます。研究のための研究として終わることなく、アドボ
 カシーまで視野を広げていきたい⽅、より質の⾼い研究と実践をしたい⽅にも、 
 ぜひご参加いただきたいと思います。
 みなさま、ふるってご参加ください。

申込⽅法：下記のいずれかの⽅法でお申込ください．

１．⽇本健康教育学会 HP（http://nkkg.eiyo.ac.jp/）セミナー・シンポジウムの申込フォームに
  必要事項を⼊⼒送信してください。
２．E-mail：件名に「セミナー参加希望」として、⽒名、所属、連絡先（メールアドレス）と
  会員の種類を記⼊し、上記学会事務局（nkkg@eiyo.ac.jp) までお送りください．

先着
１００名


